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。



衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
母
乳
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

御
指
摘
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
る
母
乳
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
食
品
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
、
人
の
健
康
を
損
な

う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の

販
売
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
販
売
さ
れ
る
母
乳
に
関
す
る
注
意
喚
起
の
依
頼
に

つ
い
て
」
（
平
成
二
十
七
年
七
月
三
日
付
け
食
安
監
発
〇
七
〇
三
第
一
号
・
雇
児
母
発
〇
七
〇
三
第
一
号
厚
生
労
働
省
医
薬
食

品
局
食
品
安
全
部
監
視
安
全
課
長
及
び
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
母
子
保
健
課
長
連
名
通
知
）
に
よ
り
、
都
道
府
県
等
に
対
し

て
、
母
乳
を
販
売
す
る
事
業
者
を
把
握
し
た
際
に
は
、
事
業
実
態
を
確
認
の
上
、
必
要
な
指
導
を
行
う
よ
う
要
請
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

ま
た
、
母
乳
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
提
供
者
の
既
往
歴
等
の
管
理
や
衛
生
管
理
が
困
難
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
感
染
症
や
衛

生
面
に
係
る
リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
及
び
一
般
的
に
調
製
粉
乳
に
代
替
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
母
乳
が
販
売
さ
れ
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
母
乳
に
つ
い
て
同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
格
基
準
を
設
け
る
こ
と
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。

な
お
、
医
療
機
関
に
お
い
て
第
三
者
の
母
乳
を
提
供
す
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
管
理
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年

一



度
か
ら
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
り
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


